第355回Zoological Conference
（第921回 生物科学セミナー）
日時：　10月12日（水）　16:30-18:00
演者：　藤田 一郎 教授
大阪大学大学院生命機能研究科
演題： 　両眼立体視の脳内メカニズム：両眼視差から奥行き知覚へ　
私たちが住む世界は縦・横・深さのある３次元の世界である。そして、多くの人は、この世界を３次元の世界として知覚する。この知覚は片目でも得ることができる。しかし、閉じていた目を開いた瞬間、片目では得ることのできないビビッドな立体感が生じる。それは、視覚系が、左右の網膜像の間のわずかな位置ずれ（両眼視差）を利用して奥行きを定量的に検出し、両眼立体視を実現しているからである。

この脳内メカニズムの解明は、この十年、大きく進んだ。両眼奥行き知覚の成立には、背側視覚経路（V1野から頭頂葉へいたる経路）および腹側経路（V1野から側頭葉へいたる経路）の両方が関与している。前者は、粗い奥行き知覚、両眼視差に基づいた反射性輻輳眼球運動、高速で変化する視覚刺激の奥行き検出に関わっており、後者は、細かい奥行き知覚と粗い奥行き知覚の両方、相対視差の検出に関わっている。
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